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１  藤沢市の税収と使い道 
 
（１）市の予算 
 

令和７年度の一般会計当初予算の額は、1,808 億 9,500 万円です。そのうち、市
税による収入は、894 億円で、全体の 49.4％です。市税は、あるべき藤沢の姿を実
現するための事業を進めるうえで最も大切な財源となっています。 

 

市税額を一人当たりに換算すると 20 万 1,566 円で、一方、藤沢市が行う事業の
費用は、一般会計だけで一人当たり約 40 万円となっています。この一人当たりの
市税額と事業の費用との差は、国や県からの補助金、市債などの財源によってまか
なわれています。 

※一人当たりの市税額及び藤沢市が行う事業の費用は、令和７年度市税予算額と一般会

計当初予算額をそれぞれ令和７年１月１日現在の推計人口 443,696 人で割って算出し

たものです。 

 
 
 
（２）市税収入の内訳 
 
   令和７年度市税収入の予算総額 894億円のうち、市民税が 432 億 9,600 万円、次

いで固定資産税が 339 億 8,740 万円です。この２つの税で市税収入全体の 86.4％と
なっています。 

 
 

「市税の内訳及び構成比（令和７年度予算）」 
 

 

 

単位（千円、％） 

             

 
 
 

税目 予算額 割合 

個人市民税 38,430,100 43.0% 

法人市民税 4,865,900 5.4% 

固定資産税 33,987,400 38.0% 

都市計画税 6,329,700 7.1% 

市たばこ税 2,653,400 3.0% 

事業所税 2,515,100 2.8% 

軽自動車税 641,600 0.7% 

入湯税 10,800 0.0% 

特別土地保有税 0 0.0% 

合計 89,434,000 100.0% 
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（３）市税の使い道 
 

令和７年度の市税収入の総額を 1,000 円に換算した場合の使い道は、おおむね次
のようになります。 
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商工費

環境保全費

消防費

公債費

教育費

衛生費

土木費

総務費

民生費

庁舎、市民センター等の運営、広報、税
務、戸籍事務、防災対策など 

高齢者・障がい者等の福祉・医療の充実、 
保育園の運営、小児医療など 

銀行等への借入金に対する返済金など 

消防・救急のための運営、施設整備など 

市営住宅、公園、道路、橋、河川の整備・ 
維持など 

健康増進、公衆衛生、保健所の運営、 
ごみの収集・処理など 

小・中学校、学校給食、図書館、 
スポーツ施設の運営など 

単位（円） 
 

緑地の保全、温暖化対策、水質汚濁等 

公害防止、交通安全活動、防犯対策など 

中小企業・商店街の振興、観光客誘客の 

ための宣伝、観光施設運営など 


